
■日漢協トピックス

令和8年度「薬用作物の産地化に向けた説明会および相談会」始まる

2026年7月31日（金）、「薬用作物の産地化に向けた説明会および相談会」 が、AP東京八重洲 (東京都

中央区) にて、オンライン併用のハイブリッド形式にて開催された。

本会は、国内において漢方製剤・生薬の需要が拡大する中、原料生薬の国内生産拡大に向け、薬用作
物の産地化を目指す生産者と実需者 (メーカー等) とのマッチングを推進する機会として、薬用作物産地

支援協議会(薬産協)主催により毎年開催している。

今年度は、7月から9月にわたり、主に生産者を対象とした説明会および相談会を3回、また行政関係者を

対象とした行政担当者情報交換会を1回開催する予定である。

今回は、その第1回目として生産者対象の説明会および相談会を開催し、日漢協、行政、研究機関による
講演に加え、先進的な取り組み事例の紹介およびディスカッション、個別相談の場が持たれた。

事例紹介については、株式会社中村園様 (福岡県八女市)より、Global G.A.P.に基づく品質管理と成分分

析を徹底し、地域農家との連携を通じて国産生薬の安定生産・産地化を推進するなど、薬用作物による
最先端地域作りに取り組んでいる実例について紹介された。

この日は、会場で18名、オンラインで57名、計75名の方々に参加いただいた。

当日の演題および講師は以下の通りである。

◆ 「国内生産拡大に向けた取組み」

～薬用作物の国内生産拡大へ向けて～

日漢協 生薬国内生産検討班 班長

平手 豪巳 氏 【会場の様子】【平手 豪巳 氏】



 ◆ 「漢方製剤の現状等について」 
（日本薬局方、薬価、医薬品原料、食薬区分等）

         厚生労働省 医政局 医薬産業振興・医療情報企画課 流通指導室 
企業係長

矢野 晃 先生

◆ 「薬用植物資源研究センターからの資源・情報提供」

 －薬用作物の国内生産推進に向けて－

国立研究開発法人 医薬基盤･健康･栄養研究所

薬用植物資源研究センター 副センター長

河野 徳昭 先生 ＊事前収録の為、顔写真はありません

◆ 「薬用作物（生薬）をめぐる事情」

 農林水産省 農産局 果樹・茶グループ 課長補佐

橋本 貴子 先生

◆ 「生薬生産に向けた取り組み」

 株式会社中村園 代表取締役

 一般社団法人 九州機能性 作物協会 代表

        中村 健一 先生

講演セッション終了後には、質疑応答を交えたディスカッション

が行われ、活発な意見交換と情報共有が展開された。

続いて実施された個別相談会では、薬用作物の生産に関心を
寄せる来場者に対し、農林水産省および薬産協の担当者が

親身かつ丁寧に対応し、それぞれの相談に応じた。

＊発表資料は、薬産協HP https://www.yakusankyo-n.org/event/y2026.htm に掲載 【相談会の様子】

【ディスカッションの様子】

【橋本 貴子 先生】

【矢野 晃 先生】

【中村 健一 先生】
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